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パノラマ写真にみる明治・大正の函館
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函館全景写真(明治期
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最新函館全景(大正期）

函館は、枇浜、長崎とともに写真技術を受容した開工事もこの時期に行われ、31年に完了して、その姿を

港期以来の歴史を持っていることから往時の函館を写消します。

した写真が当館をはじめ数多く残されています。ここ下段は「最新函館全景」とタイトルが付けられてお

では函館Illから撮影された市街のパノラマ写真のうち、り、こちらは印刷されたものです。同じく撮影時期に
明治・大正期のものを各々1点ずつ紹介します。不明ですが、左柵に官公署や学校、銀行などの主要建

上段の「函館全景写真」は4枚の印画紙をつなぎあ築物が紹介されているほか人口がII万5010人とありま
わせたものです市立函館図書館所蔵の「函館港全餓」す。これに最も近い数字は大正6年末（同年「函館区

（明治24年撮影）に似ていますが、内容は明らかに異統計」）ですから、大正7年に作成されたものと考え

なります。いつ頃のものかを写真から読み解いてみまられます。ちなみに大正9年に建設された満層の特徴

しよう。的な万世ビルが画面にはありません。発売元が松吉絵
右下方に無蓋の高区配水池がみえます。これは明治葉書店と表記されています。同店は末広町で文房具．

27年に着手し、29年に竣工した水道増設工事の中で完和洋小間物を兼業し、絵葉書も製作して販売してい葦
成されたものです。また左側の函館港の入口に旧弁天した。同店発行の絵葉書は最近でも寄贈されること力

砲台がみえ、その周辺に浮標が設置されています。こあります。

れは29年6月蒲工の港湾改良工事の海面堰き止めの様なお、両者を比較して一目瞭然なことは撮影地点の
子を撤しだしたものです。また29年8月に2千戸規模相遮です。大正期のものは、この写真に限らずIll裾で

の大火が弁天HITで発生しますが、写真では被災した痕撮影されていますが、これは明治32年の｢要塞地帯法
跡がありません。これらの状況から、この写真の撮影により函館山が要塞化され、写真撮影に規制が加えら

時期は29年6～8月の間といえます。なお砲台の解体れるようになったことと関係があると思われます。
菅原繁昭
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平成11年度特別企画展報告

漫画界の総理大臣

岡本一平
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霜村紀子

特別企画展では漫画家・岡本一平を取り上げ、6月1日から8月22日

まで本館を会場に開催し、3,195人の方々にご観覧いただきました。

岡本一平は明治19年函館に生まれ、明治から昭和にかけて朝日新聞紙

上で活躍し、”総理大臣の名前は知らなくても一平の名は誰もが知って

いる”といわれる有名な漫画家でした。昭和23年に62歳で生涯を閉じ、

最近では画家・岡本太郎の父、小説家・岡本かの子の夫として知られる

存在になっていましたが、没後50年を機に川崎市で回顧展が開催され、
漫画家・岡本一平が現代マンガのパイオニアとして再評価されました。

今回はご遺族と川崎市市民ミュージアムのご理解とご協力により、生ま

れ故郷の函館に110年ぶりに里帰りすることができました。

展示は4つのコーナーから成り、「岡本家と函館」では岡本家一一平、
父竹二郎、母正一の生い立ちと明治期の函館を地図や写真で紹介しまし

た。竹二郎は明治17年函館に渡り、函館師範学校で書記兼助教諭として

採用され、明治22年に函館を去ります。この5年の間に開拓使函館支庁

職員の娘正と出会い、結婚し、長男一平が誕生したのです。

「漫画家岡本一平の活躍」は膨大な量の一平漫画から、漫画漫文・似
顔絵漫画・ストーリー漫画・肉筆戯画などいくつかの面を紹介しました。

「家族の肖像」では一平・かの子・太郎の3人の芸術家が互いに影響
し支え合って、次々と才能を開花させていく様子を紹介しました。

「漫画の世界一一平から現代まで一｣では、一平漫画の影響を受けた

漫画家について一平塾や東京漫画会の活動を通して紹介しました。

年輩の方にはなつかしく、初めてみる方には新鮮な一平漫画となり、

時間をかけてじっくり観覧される方が多かったのが印象的でした。

佐藤智雄平成11年度特別展報告

戊辰戦争終結130周年戊辰戦争終結130周年戊辰戦争終結130周年にあたる本年､五稜郭分館を会場に『戊辰戦争
一鳥羽・伏見から箱館まで一」が開催されました。この特別展は、8月

戊辰戦争溌鋪溌離熱蝋職撰
うねりが体感できるような構成をとったことと、戊辰戦争を取り巻く時
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会壇:市立函館博物腿五稜郭分臨雛醗駿蹄悪瀧“
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代背景としての民衆や、武士と共に戦争に協力したもう1人の主人公と

もいうべき農民の動きにも着目したことがあげられます。

資料では、今回の特別展のシンボルともいえる木砲2基（霊山歴史館

・二本松市歴史資料館蔵）を中心に、108点の資料を展示しました。中

でも、箱館戦争によって戦利品として持ち去られ、130年ぶりに里帰り

した箱館東照宮扇額は、多くの観覧者の興味を引く存在でした。
戊辰戦争は、慶応4年、洛南の鳥羽・伏見で幕府軍と薩長連合軍が衝

突したことをきっかけに、蝦夷地を含めた東日本全域が戦場となります。

上野戦争は、わずか1日で決着しますが、多くの民衆が戦闘に巻き込ま
れています。北陸全土が戦場となった北越戦争では、敗れてもなお戦い

続けるために会津へとむかう武士達の姿を浮き彫りにしました。義を旨

とし、城の守備隊が全滅した二本松藩、対照的な行動をとることで1人

の死傷者も出なかった三春藩はまさに東北戦争での明暗をあらわしまし

た。また、子供達の姿を借りた戊辰戦争の風刺画や戯れ絵のユーモラス

な図柄は好評で、観覧者の興味を十分そそる資料でもありました。
戊辰戦争終結の地となった箱館で、改めて戊辰戦争展を開催すること
により、この街のシンボル「五稜郭」の存在と、函館の持つ歴史的風土
を再認識していただけたものと思っております。

174



(3)SARANIP175

新霊願驚か
新館整備に向けた取り組みとして、他館の運営状況を
調査するために、平成11年1月に3回目の視察を行いま
した。今回は、開館間もない施設として、団地との合築
を採用した東京都の東村山ふるさと歴史館と埼玉県立の
さいたま川の博物館、既存の施設として開館後約10年経
過した川越市立博物館と約20年経過した大宮市立博物館
の4館を訪問しました。それぞれの館の特徴と開館前と

開館後の状況変化、さらに、開館後の経過と問題点につ
いてお話を伺いました。

東村山ふるさと歴史館は、郷土資料館の老朽化による
ものですが、予算上の問題から最近まで改築を見送られ

ていたようです。しかし、「都営住宅建て替え事業に乗
った」ことで、団地との合築というユニークな発想で建
設を可能にしました。建物は住宅部分と区別できるよう
に外観上変化を持たせています。合築は、資料保存・管
理など博物館機能の一部が制限されているものの､今後、
検討が想定される一つの方法かと思われます。
大宮市立博物館は、寝泊まりだけの街(大宮ホテル）
に住む子供たちに、「大宮市や埼玉県の歴史を教える」
ことを主眼に開設されました。当時としては「埼玉県の
市町村立では初めての専門職を配置した博物館」だった
ようです。開館後、他の多くの館が抱えていると同様、
入館者の伸び悩みに苦慮していましたが、10年ほど前か
ら学校教育と協力し、学校のカリキュラムの中に取り入
れてもらうなど教育普及に力を入れることで､結果的に、

平成7年度の入館者が平成2年度の6倍強になるなど、
博物館入館者の増加に結びついています。

4館を訪問し感じたことは、各館が東京都と埼玉県に
分かれていても、|司じ武蔵野に含まれていることもあり、

文化的考え方が似通っていると同時に、郷土の博物館と
いう意味で蟻博物館を積極的に活用するなど、教育的に非
常に熱心な土地柄という印象を強く受けました。

佐藤理夫

岡本一平が描いた似顔絵の数々

岡本家と函館のつながりをみる観覧者

霊山歴史館･二本松市歴史資料館蔵の木砲
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東村山ふるさと歴史館外観北越戦争から東北戦争へ
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平成11年度 民俗資料調査報告 保科智だ

今年度、民俗調査は具体的な形で動き出しました。
平成10年度に予備調査からスタートし、平成13年度ま
での4年間で調査を行う計画になっています。
実施にあたって、武蔵野美術大学教授神野善治氏・
青森県立郷土館学芸主幹昆政明氏のご指導．ご協力を
いただき、調査方法などを意見交換しながら進めてい
ます。

この調査を実施する背景には、･博物館に収蔵されて
いる民俗資料が寄贈によるもので、年代・地域などが

まちまちであること。また、函館地域の｢生活の営み」
を系統的に調査する機会が少なかったことなどがあり
ました。年代設定は昭和初期～高度経済成長期前を目
安に、地域設定は「都市」「農村」「漁村」に区分し
ました。「都市」については、現段階において調査対
象が具体化されていないため、次の段階にずれ込む可
能性があります。

今年度は、「漁村」「農村」調査を実施しました。

～一コ”一己｡＝

木村番屋前にて

「漁村」調査は8月11日から20日にかけて、市内古
川町の「番屋」に残された漁具について行いました。
これら漁具は、大正末期から昭和30年頃まで行われた

イワシ漁に使用されたものです。

調査には神野・昆両氏に参加していただくとともに

尾崎渉（函館市青少年研修センター）、奥野進（函館

市史編さん室）、渡辺文子（函館市北方民族資料館）
の各氏、久保輝喜・宮本直弥・富樫広介・中島正義・

佐々木康・水藤亮子・山口敦之（北海道教育大函館
枝）、伊藤聡美（鶴見大学)、西村亜希子(札幌大学)、
川岸沙綾夏（駒津大学）・弦巻由美（愛知教育大学）
の博物館実習生にもご協力をいただきました。
今回の調査では、番屋内のどこにどのような道具が

どれだけ残っているのかを把握する必要がありました。
作業は資料1点ごとに番号札を付け、清掃・採寸・ス

ケッチ・撮影を行った後に元の場所へ戻すという流れ

で行いました。調査の結果、資料件数は約700件を数
え、詳細な分類までは行っていませんが、イワシ漁に

関する資料の他、コンブ・イカに関する資料が多数あ
ることが分かりました。

「農村」調査は9月7日から16日にかけて、市内の
郷土史研究団体「亀田史談会」が主に市内神山周辺か
ら収集した農具および生活用具について行いました。
調査には昆氏に参加していただくとともに、伊藤岳
志・水木博和・奈良美和・木村隼也・石田典子・梶谷
晃子・宮崎洋美（北海道教育大学函館校）、市川郭樹
・佐藤全（帝京大学）の博物館実習生にもご協力をい
ただきました。

作業は漁具調査と同様、清掃・採寸・スケッチ・撮
影を行い、資料件数は約200件を数えました。分類す
ると、衣食住に関する資料が約90件、農耕に関する資

料が約40件、馬具が約50件、その他約20件の資料とな

ります。馬具については鞍や手綱など各種のものが残
っており、またこの資料･群には含まれませんが、神山

周辺で使用されていた馬そりの存在についても調査す

ることができ、往時の馬そりの使用状況やその役割の
重要性を確認することができました。

農具を前に亀田史談会の方たちと

亀山史談会収集資料については会から市へ寄贈とな

り、現在学校の空き教室を活用し収蔵展示しています。

今後資料に説明文や使用方法の図などを設置し、学校

における地域学習の素材として活用できる状態にする

予定です。
民俗調査3年目の来年度は、今年度に引き続き古川

町および神山周辺での聞き取り調査を行います。漁具

資料については番屋内に残したままであるため、その
状況確認調査と今後の活用方法について具体化してい

く予定です。

最後になりましたが、今年度の民俗調査ではいろい

ろな方にお世話になりました。漁具の調査では、町内

の木村喜代五郎氏に資料の聞き取りなど多岐にわたっ
てご協力をいただきました。また、番屋の管理をされ
ている木村キワ氏にも休憩場所の提供をしていただき

ました。農具・生活用具の調査では、亀田史談会の会

員の方々と保管先の長崎ミサ氏には休憩場所の提供を
していただきました。この場をお借りしてご協力いた

だいた皆様にお礼を申しあげたいと思います。
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平成11年度博物館講座報告
新企画｢体験する壬2.4」から

昔の函館を見よう一語る大正・昭和の絵はがきたち一

それに観入る参加者との大正・昭和期における「古き
佳き時代函館」への一問一答のタイムスリップは、博
物館ならではのスペシャルメニューだったのではない

でしょうか。そして何よりも本講座の舷大の成果は、

参加者と主催者が映し出される被写体の中で語り合い
ながら大正・昭和という時代の函館の存在感を共有し

合えたことの一言に尽きます。

なお、「体験する土」の名称は、「体験するぞ」の
函館なまりバージョンであることを申し添えておきま
す。

長谷部一弘

平成11年度博物館講座の一環として、今年度から新

たに「体験する土（ど）2．4講座」を開設すること
になりました。これは、学校週休二日制に伴う第二・

第四土曜日を小中学生の自主的課外学習の場として博

物館で楽しみながら自由に学んでもらおうというもの

です。この講座は、これまでの一連の博物館講座と多
少異なり、あえて定員を設定せずに決められた時間に

直接会場へ集合といったスタイルで、自然から歴史、

民俗、考古、美術等々の幅広い分野に及んで実施され

ました。小中学生対象の講座とはいえ、大勢の一般参
加者も歓迎されたことは言うまでもありません。

体験する土（ど）2．4のトップバッター「昔の函
館を見よう一語る大正・昭和の絵はがきたち一」は、
当博物館所蔵の数ある資料のうち、歴史、民俗資料の

大正・昭和期の絵はがきに焦点をあて、大正・'|月利の

時代を駆け抜けた函館の街の様子を絵はがきを通して

体感してもらおうというものです。館蔵品の絵はがき

を展示し観覧していただくとともに、スライドを上映

しながら街並みの移り変わりや風俗の変容を大正から

昭和へと垣間見ていただいたわけですが、博物館がき

っかけを与え、発見する場と言われるように、単に時

代の移り変わりを知ってもらうだけでなく、絵はがき
から何が読み取れるかその観察、発見の醍醐味と記憶

に古くて新しい事実の確認を再認識できた絶好の機会

だったといえます。スライド上映での迷解説に加え、解説に加え、昔の函館の町並みを興味深げに見る参加者

平成11年度博物館講座開催表

体験する土2．4講座（第2･第4土暇日開催）単講座

榊座 側鮒191II 心加ロ 8＃座邑 1M側川I

聯の脇蝿仙81 5月14日(金 排の噸館を見よう一語る大正・昭和の絵はがきたち 5〃8p(鮒2：

探検11もつと知ろうよ胴館111 6月1'日(B なつかしのヒーロー一ヒーロー映画ビデオ上映金一 6月26B{ii

聯税ｾﾐ･一｢岡本一平一 6月27日(日） 漫画の歴史一漫画を描いてみよう一 7ﾉ1101!'-

自 本験パｽﾂｱｰ撒泳岳の自然観察 6月20日(日 ほのぼの「手作りおもちゃ」を作ろら 7月248(第4を

七夕の星を見てみよう 7月2IK金】 唯きものミニ講座一生きものってなあに？ 8月l4U(ffi2i.

五校邪公卿のいきもの地脚を作ろう(2回連続） 7月imil)iiikiii ｢学芸貝小話」－紙芝居で見る箱館戦争一 8月2811(鮒2上

体験学別土器を作ってみよう(2回連続 7月IS日旧）8月imill 一宇 博物館費料に触れてみよう一大砲の弾は吸いかな？ !t;)iii:

夏休み自由研究｢色を作って絵を描こう． 7月室日旧】 ふるいレコード(SP)を露こそ 9月-

夏休み月m究｢鉄逝車両の{t組みとIB兇学会． 7月28B(金） おもしろ縄文体験一土器の文様を作ってみよう－ 10Ⅲ23p《第2上‘

親子で行く自然体験キャンプ(1泊2日 8月10日(火Ill日体） 博物館の仕事と裏鰐探検一ふだん見られない収篭鰯公間 II月2711《第2上

夏休み自由研究｢五稜郭探検隊 8月13日(金） いもでスタンプをつくる三 12月inn第2主

腿示解脱セミナー『戊辰戟争． 8月1411(11 冬の遊びを体験しよう一竹すべりをしてみよう－ 1，88(耐2上)中j：

植物蘭を描く(3回連続講噸 8月28日(土)･298個)･9月12n(ﾛ1 冬芽を観察してみよう 2月12n《鮒2息

欲の雌座と中秋の名〃観望会(共脳 9月22111i. 博物館ミニひなまつり一館蔵ひな人形を見よう 2〃26p(鮒4上

ひな人形をつくる‘ 2月20日(ロ 函煎大火を知っていますか？一函館大火をもっと知ろう 3月I|Q(2I

ワークショップ（通年講座

購座 側倣期！ 参加数 描座二 側州101I 参加I

四季の星空観淵
11¥5月21IK金)～
12年3月i0m金 自然観察入門

11'i5月2}日(日)～
12年3月1211(11
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職員の異動紹介

長谷川寿雄博物館五稜郭分館長退職

中川強環境部管理課労務係長

→博物館五稜郭分館長

尾崎渉博物館本館学芸係→青少年研修センター

佐藤智雄文化財課→博物館五稜郭分館

保科智治博物館五稜郭分館→博物館本館学芸係

平塚重之博物館本館嘱託職員採用
新しい職場にやってきた学芸員二人のあいさつです。

佐藤智雄

保科智治

発掘調査に熱中しておりましたが、再び分

館へ戻ってまいりました。歴史・考古・民

俗と北洋資料館を担当しております。「来
館者にどれだけのサービスができるか」を

モットーに精一杯やってみたいと思いますb

本館では歴史と民俗を担当することになり

ました。山のように積まれた民俗資料にに
辞易しますが、さて片付けるか。

平成11年度新収蔵資料紹介

○寄贈資料

・レコード他92件420点

【函館市・中川圭子氏寄贈皇

・箱館通宝1件1点

【札幌市・相坂正紀氏寄贈胃

、第1回港まつり写典2件8点

【函館市・町田修氏寄附：

、教科書他9件13点

【函館市・藤野消麿氏寄贈冒

・踊気炊飯器1件1点

【函館市・長谷部一弘氏寄雌

・記念スタンプ他101件I5.s点

【函館市・石倉サキ氏寄鮒冒

・絵はがき20件79点

【函館市・高市道也氏寄贈皇

・ 瓶1件1点

【茅部郡森町・石橋久子氏寄贈胃

、モーニングー式他5件5点

【函館市・湊瀧氏寄雌

、函館商船学校練習船修業日総1件1点

【横浜市・植木滴明氏寄11晩

、飯ごう他12ft12点

【函館市・井上清氏寄l睦

．エルゼ．メルスク号進水式記念品他2件8点

【横浜市・久保田智彦氏寄M鯉

・緑樹（岩船修三画）他3件3点

【徳島市・武内文氏寄贈胃

、徴状授与証他3件3点

【東京都・徳永滴氏寄I雌

・ ノスリ1件1点

【函館市・浅見撫吉氏寄蝋2

・般新函館全景1件1点

【函館市・大川清氏寄贈皇

・ 茶碗1件4点

【函館市・鈴木旭氏寄贈；

・風景（佐野忠吉禰）他25件25点

【東京都・岩田治子氏寄胸：

・函館市勢要覧（昭和10年版,)1件1脚

【函館市・瀬川潔氏寄附

一誌名SARAN1P(サラニップ)について－

アイヌ語：シナの樹皮で編んだ袋。

博物館悩報や研究成果などをSARAN¥Pに

入れておき，その蓄祇が今後重要な資料とな‐

ていくようにと命名したものです。 頁…

・日本帝国海外旅券他41件103点

【函館市・沖崎陽子氏寄贈】

・小熊信一郎胸像1件1点

【三膳市・小熊勝夫氏寄贈】

・地田史談会収集農機具・生活用具203件224点

【函館市・屯田史談会寄贈】

・山高帽他2件2点

【函館市・真壁酉明氏寄贈】

・エゾバイ科化石他2件3点

【函館市・鈴木明彦氏寄贈】

・すし道具等一括92件92点

【函館市・佐々木茂男氏寄贈】

・雪下駄他54件251点

【函館市・藤井正雄氏寄贈】

・根室・圃後島間通信用海底ケーブル（切断部分）1件1点

【函館市・駒井惇助氏寄贈】

・裁縫箱他28件102点

【函館市・浜下喜好氏寄贈】

・刺し子他7件7点

【函館市・大上蕊之助氏寄購】

・カメラー式・8mmカメラ2件2点

【函館市・吉田省三氏寄贈】

・堤消六胸像1件1点

【東京都・㈱ニチロ寄贈】

○旧蔵資料（移管・新規登録）

・函館区史他340件1.251点

○購入資料

・蝦夷太平記挿絵（梁川剛一画）1件51点

・村垣淡路守肖像画・村垣淡路守関係文番2件2点

（平成12年2月1(1日現在）

｜お知らせ

郷土資料館(旧金森洋物店)は北海道指定有形文化財
としての復元工事を終え､2000年10月開館の予定でま
新しく生まれ変わる金森洋物店にご期待ください。
お問い合わせは、電話0138(23)3095まで。

SARANIP－サラニップーNo.392000.3.31発行

編集・発行市立函館博物館

〒040-0044

函館市青柳町17-1(函館公園内）
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